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平成 23 年度 第 2 回 理事会 議事録 （案） 

 

開催日時 ： 平成 23 年 7 月２2 日（金） 18：30 から 21：20 

開催場所 ： 岐臨技事務所 

出席者  ： 北村、石郷、永井、近藤、兼子、鈴木、山本（貴）、臼井、多和田、松山、

林、宮内、平塚、渡辺、神谷、上垣内、梶屋、牛丸、山本（初）、平沢 

（20 名） 

議    長 ： 北村 顕 

 

議事録署名人 ： 平沢 弘行、石郷 潮美 

 

【議長】 

・それでは今から第 2 回の理事会を開催します。お忙しいところ、また暑い中お集ま

り頂きまして有難う御座います。出来るだけ簡略に行いたいと思いますので皆様の

ご協力をお願い致します。 

【北村】 

・昨日、冷蔵庫が壊れました。種村さんから私の方に相談がありまして、￥55,000 円

程度の物を早急に購入する事になりました。理事会の承認をお願い致します。 

 

【議長】 

・山本監事さんは日臨技の理事会出席のため、議事の項番を変更して先に報告してい

ただきます。 

 

●平成２３年度「全国地方自治体保健所等の青少年エイズ対策推進プログラム」について 

【山本初津恵】 

・まず御礼ですが、『平成 23 年度 全国地方自治体保健所等の青少年エイズ対策推進

プログラム』、京都へ 3 日間参加させて頂きまして有難う御座いました。 

・これについては、皆様にお返ししなくてはなりませんので、各地区で伝達講習をや

りたいと思いますので、各地区で選出していただいて講習会を開いていきたいと思

います。ただ、講習会については、向こうからのＤＶＤとかパワーポイントの方が

全部揃っていませんので、9 月頃に行う事になりそうです。 

・岐阜県バージョンのポスターが作ってあります。ダウンロードも出来ます。事務所

でも印刷出来ますので、公益事業として臼井部長と協力しながら今年度も遣って行

きたいと考えています。 

・日当の件については、規則に沿って日当を支払っていくようにお願いします。 

・以上です。 
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１．平成 24 年度 第 51 回日臨技中部圏支部学会について 

【北村】 

・中部圏の学会については、先月の 26 日（木）に講演して頂くお二人の先生方にお伺

いし、講師についてお願いをしてきました。 快く引き受けて頂けました。 

・その後、会場も見てきました。懇親会場ですが、その施設でもやれそうですので、

現在検討中だそうです。また、実行委員長から話があると思います。 

・愛知県から、来年の中部学会について問い合わせがあり、今日の理事会で承認を頂

きたいと思います。 

【議長】 

・承認していただける方の挙手を求めます。挙手多数により承認された。 

 

２．補正予算について 

・兼子会計部長より資料に基づき説明がなされた。 

 

【議長】 

・何か質問等がありますでしょうか。無ければ承認していただける方の挙手をお願い

致します。挙手多数により承認された。 

 

３．平成 23 年度 日臨技第 1 回定期総会報告について 

・資料に基づき、北村会長より説明がなされた。 

・委任状の取扱いについての時間がかなり掛かったが、議案はすべて承認されました。 

・各号の議案に対してもたくさんの質問等があり、総会時間が延長されました。 

 

４．岐阜県病院協会時報投稿原稿について 

・資料に基づき、北村会長より説明がなされた。 

 

５．表彰基準・申請書類様式について 

・資料に基づき、北村会長より説明がなされた。 

・60 周年記念にあたって県知事表彰を頂けないだろうかという企画です。 

・臼井部長さんに対象となる候補者を抽出して頂いているので、理事会の皆さんに承

認して頂いたら、候補者にいろいろな書類を書いて貰い、県に申請書していきたい。 

・申請時期は、平成 24 年 3 月 4 月頃で良いとの事でした。 

・準備が出来次第でも良いと考えています。 

・臼井部長さん、よろしくお願いします。 

・理事の皆さんからも提案なり意見なりがあれば、随時言ってください。 
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・県は 5 年後ごと、岐臨技は 10 年ごとなので、間の人をどうするのか（石郷、臼井） 

・歴代の会長、副会長になった人で、まだ貰ってない人に優先的にあげた方が良いと

思う。（石郷） 

 

６．賛助会員申請・広告協賛申請について 

・資料に基づき、北村会長より説明がなされた。 

・一回掲載ごとに広告料を支払ってもらう方式ですので、問い合わせがあった時はそ

のように答えて下さい。 

 

７．60 周年記念事業について 

・資料に基づき、北村会長より説明がなされた。 

・実行委員や代表者などを決めて、内容について検討していって貰いたい。 

 

８．国民健康増進事業協力（依頼）について 

・資料に基づき、臼井組織調査部長より説明がなされた。 

・乳がん撲滅とエイズの事業は昨年で終了となりましたが、今年度からは「がん予防

啓発に関する事業」「青少年へのＳＴＩ予防啓発事業」が、手上げ方式で始まりまし

た。 

・事業企画書の提出は 7 月末までですから、7 月 15 日までに組織調査部に連絡を頂き

たいです。 

 

９．がん予防啓発企画書（案）および予算案について 

  ・資料に基づき、臼井組織調査部長より説明がなされた。 

・各地域で行われている健康イベントへの参加内容を見てみると血管年齢測定や尿検

査を主に行っている状況なので、がんの関して行わないと日臨技からは認められな

いので、出来ることを考えると、岐阜地区のがんに関するコーナー、若しくはヘリ

コバクターピロリの検査を申請していきたいと考えています。 

・出来ましたら、各地区でピロリ菌の検査は行って貰いたいです。 

・各地区からは、出来るだけ早く連絡をして頂きたいと考えています。 

 

10. 公益事業・無料ＨＩＶ検査会について（岐阜駅案） 

・資料に基づき、臼井組織調査部長より説明がなされた。 

・県と保健所とタイアップして行っていく。主催は岐阜県臨床検査技師会 

・技師会からは 3 名（ＭＳＭは女性を希望している）の技師を派遣したい。 

・研修会にも参加してもらいたい。 

・鶴見先生が出前講座などを行えるかどうかも検討して行きたい。 
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11. 公益事業・乳がん撲滅啓発事業について 

  ・資料に基づき、臼井組織調査部長より説明がなされた。 

・健康まつりに関しては、今のところ岐阜地区だけが企画をされていますので、予算

的には岐阜地区に多く割り振る事になりますので、その点についてもご承知おき頂

きたいと思います。 

・大垣市はやれない事はないが、いろいろ制約があるので難しいと思います。（石郷） 

  ・高山は他の団体との協力など絡みがあるので、今年度に関しては難しいです。 

（飛騨地区理事） 

【議長】 

・各地区の状況については報告がありましたが、岐阜地区だけでの企画という点に関

してはそれで良いでしょうか。その点に関して了解して貰えれば良いと思いますが。 

・宜しいでしょうか。今回の組織調査部の企画で宜しい方の挙手をお願いします。 

 （挙手多数） ありがとうございました。承認されましたのでお願いします。 

  ・公益事業などのことに関しては一般法人になろうが進めていきます。 来年度以降

も続きますので、来年度は早めに企画して頂きお知らせ下さい。 

 

12. 60 周年知事表彰候補者（案） 

13. 表彰規定改定について 

・資料に基づき、臼井組織調査部長より説明がなされた。 

・以前から日臨技の表彰規定に合わせたらどうかという意見もありましたので、今ま

では 3 つだけがあったわけですが、「第 3 条」に『永年職務精励者表彰』を付け加え

新たに『永年職務精励者表彰』の規定を加えることにより、よりスムーズに行くの

ではないかと考えます。 

・『功労者表彰』に研究班の班長が入っているので、実行委員長も含めていきたい。 

  ・班長を通年 4 年は、通年が良いか、通算が良いか、 → ≪通年≫で決定。 

 

14. 学術部報告（平成 22 年度 学術決算報告・外部講師依頼マニュアル） 

・資料に基づき、近藤学術部長より説明がなされた。 

・外部講師については、今年度は予算も付けて頂けるようになりましたので、外部講

師を招いた研修会を企画し、盛り上げていきたいと思います。 

・今まではバラバラだった書式も統一して同じような形で提出できるものが必要と考

え作りました。 

・会計の方の書類が重要ですので、必要と思われる様式を考えまして、会計の方も了

承して頂きまして、種村さんの作業等も考え合わせまして作成しましたので、今回

の理事会で承認を頂ければ、これからはこの形で遣って行きたいと思います。 
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【議長】 

  ・ご質問ありませんか。無いようですので、承認していただける方の挙手をお願い致

します。 

   （挙手多数） はい、有難うございました。承認されました。それでは、各班長さ

んにも伝えてください。 

 

15. 一般法人への移行について 

・鈴木法人対応部長より説明がなされた。 

・県の相談会の事で問い合わせをしたのですが、今後の開催日程については未定です。 

  ・前回の理事会の時に牛丸先生より、「建物の算出額は公益財産から除外できるのでは

ないか。」とのお話がありまして、岐阜県放射線技師会の方に確認したところ、年間

60 万円位で専門の行政書士と契約しまして、申請書類など準備の指示を貰っている

との事ですが、建物の資産は、公益目的支出計画の金額の方に含めないといけない

との事ですので、償却にはかなりの年数が掛かってしまう事になります。 

  【牛丸監事】 

  ・それは後で確認するが（申請を）やってみないと判らない。 

 

16. 「日臨技臨床検査データ標準化事業」への協力について（依頼） 

・田中部長は欠席の為、北村会長より説明がなされた。 

・日臨技からは、いろいろ問題もありますが宜しくお願いします との連絡も来てい

ます。 

 

17. 平成 23 年度 春季拡大研修会・第 1 回定期総会 総括 

・松山実行委員長（岐阜地区理事）より説明がなされた。 

・研修会は、一般会員が 52 名で、非会員が 1 名、賛助会員が 14 名の参加があり、総

参加人数は 67 名でした。 

・収支は、経常収益が研修会の参加費として 100,500 円、広告協賛費として 7 社で、

70,000 円、合わせて 170,500 円。 

・経常費用は、施設利用料金やスタッフの日当、交通費、お弁当代、講師への謝礼金、

テキスト代等がありまして、経常支出合計では、367,829 円。 

・増減額としましては、197,329 円の赤字となりました。 

≪反省点≫ 

・準備委員会を 2 回ほど行ったので上手く出来たのではないかと考えます。 

・会場準備には 2 時間程度掛かるので、前日の準備がやはり必要と思われた。 

・拡大研修会の事前参加の締め切りが開催の一週間前くらいだったので、参加数が少
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ない場合は、再度の呼び掛けの時間がなかった。（2 週間位の余裕が欲しい） 

・市民公開講座は、広報岐阜等への掲載、保健所や病院にポスターの掲示、会員の家

族にも来てもらう、演題も市民に判り易い様なものにしたらどうか、講座の内容も

検査とか医療等に直接関係する内容でなくても良いのではないか、其の時の旪な話

題で良いのではないか、受付の方法も統一したやり方をした方が良いのではないか

とも思えた。 

・総会の方は、皆様のご協力により無事に議案も通りました。（北村） 

 

18. 会員名簿の一部訂正について（お知らせ） 

・資料に基づき平沢庶務部長より説明がなされた。 

・正誤表および記載洩れについては、20 日発送分に入れて会員に送付しました。 

・確認をしたつもりですが、会員個人よりの指摘により判明しましたので、確認方法

を徹底し、漏れの無い様、また誤植の無いようにしていきたい。 

・記載漏れや氏名等に誤植のありました皆様には、大変申し訳のない事をしてしまい

ました。誠に申し訳ありせんでした。 

 

 

その他 

●大一プリント平成 23 年度会員名簿請求書について 

 ・兼子会計部長より説明がなされた。 

 ・6 月に請求書（23.06.13 付け 伝票 No．14829）が来まして、これとは別に 38

万円分の請求書が来ました。この請求書は違うよね。と確認して、581,000 円を支

払ったのですが、どうも会社としては 38 万円の方も請求しているみたいです。 

    2 年前の作業代も欲しいと言っているようです。 

   ・それも含めての 58 万円だったとの説明を聞いているのですが。 

   ・そういう説明は昨年の理事会で聞いている。（理事数名発言） 

   ・もう一度会社に確認して欲しいと担当者の図師さんには伝えて有ります。 

   ・向こうの言っている事の主旨が良く理解できないので、暫く静観しようと思って

います。（北村） 

   

  ●第 17 回やさか福祉健康まつり（5/29 既開催）について 

   ・済んでしまった健康まつりについて請求が来ているのですが、困ったことです。 

（本来は参加前に理事会での事前承認が必要な為）         （北村） 

   ・このことが有る事は東濃地区の理事は把握していたのでしょうか。（北村） 

   ・聞いていませんでした。（渡辺） 

   ・以前に聞いた時は、「東濃は今年度開催予定がありません。」と答えていたと思い 
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ますが。（石郷） 

   ・はい、その通りです。昨年も出しているそうなので、このことを確認しなくては

いけませんでした。済みませんでした。（渡辺） 

   ・日臨技の生涯教育制度に登録するためには、「事前登録」が必要なので、申請が有

りませんでしたので出来ないです。（近藤） 

   ・私（永井副会長）の方で事後処理が出来そうなので、その方向で検討してみます。

（永井） 

   ・今回の場合は、日当、交通費を出すのかどうか。（北村） 

   ・申請をして貰わないといけない。（施設からの支出と二重払いになる可能性がある） 

                                   （兼子） 

 【議長】 

・本来は事前に申請して貰わないといけないが、今回は来年度に向けての教訓とし

て捉えて次回の理事会で決定しましょう。 

   ・これからは、こういう事例は無いようにして貰いたい。（北村） 

   ・参加団体に「岐阜県臨床検査技師会」が記載されていないのも困る。（石郷） 

 

 ●平成 23 年度 第 22 回高山市民健康まつり（9/25）について 

   ・資料に基づき、飛騨地区理事より説明がなされた。 

   

【議長】 

  ・飛騨地区の健康まつりにつきましては、承認して頂けますか。挙手をお願いします。 

   （挙手多数）承認されました。それでは、頑張ってください。 

 

  ●平成 23 年度 第 32 回岐阜市民健康まつり（10/16）について 

   ・資料に基づき、平沢理事より説明がなされた。 

   ・検査頄目の変更について。ヘモグロビン濃度測定→ヘリコバクターピロリ菌測定 

   ・「目で見るがん」コーナーを新設しました。 

   ・スタッフの募集人員を 25 名から 20 名に変更しました。 

   ・スタッフ一覧表につきましても、住所（交通費用）、会員番号（登録用）を記載出

来るようにして確認や申請などに支障が無いようにしました。 

   ・ピロリ菌の検査試薬につきましては、岐阜市民病院の一柳先生経由で見積りをお

願いしてあります。 

   ・「目で見るがん」コーナーは、ニコンとオリンパスの二社で見積もりましたが、搬

入搬出の協力体制に相違があり、私達としましては、当日朝に搬入、当日の夕方

搬出という条件で話し合いをしていきたいと考えています。 

    また、このコーナーには説明出来る人員を配置したいとのワーキングメンバーか
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らの要望もありましたので、病理細胞診を行っている方にお願いしたいと考えて

います。 

   ・乳がん触診体験コーナーは、保健所とも話しましたが、「あけぼの会」が同じ器具

を用いて行うので止めたほうが良いと思います。（松山） 

    

【議長】 

  ・岐阜地区の健康まつりにつきましては、この計画で承認して頂けますか。承認いた

だける方の挙手をお願いします。 

   （挙手多数） 承認されました。それではこの計画に従って進めてください。 

 

  ●平成 23 年度 秋期拡大研修会について 

   ・資料に基づき、飛騨地区理事より説明がなされた。 

   ・平成 23 年 11 月 20 日（日）午前 9 時より 

   ・会場は、飛騨・世界文化センター 食遊館棟 大会議室（156 名収容可能） 

   ・会場費は、16,700 円（予定） 

   ・研修会参加費は、1,500 円 

   ・9 月中旪に研修会案内を発送 

   ・病理検査研究班と免疫血清検査研究班の二つの研修を行う予定で、研修内容につ

きましては、8 月上旪までに決定する予定です。 

  （近藤） 

   ・この前、班長会議で話をしておきました。病理と書いてありますが、細胞診の事

で、東海細胞研究所の班長さんからの話で、たぶん「子宮頸がん」の判定の仕方

とかが変わりましたので、その辺の話を計画していると伺っています。 

    免疫研究班の方は日比さんが担当しています。 

  （石郷） 

   ・日比さんから聞いた話では、高山で開催するにあたって永井副会長の方から「新 

人を対象にした研修をやった方が良いのではないか。」との意見があり、内容につ

いては考えているとの事ですが、問題は時間帯が午後 3 時頃の終了時刻となるの

で、もう少し早めの時間帯にして欲しいとの要望がありました。 

（飛騨地区理事） 

   ・広告募集の締め切りは、10 月 31 日としました。 

   ・研修会参加申込書の配布は、先ほどの春季の反省にもありましたので、1 週間早め

まして、11 月 7 日（月）に変更します。 

   ・市民公開講座は、「東日本大震災救援支援活動に参加して」と題して高山消防署の

職員の方にお願いしてあります。DVD も出来ているそうです。 

   ・日程につきましては、新人教育研修を最後に入れましたが、どのようにして行う
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のかを考えなくてはならない。 

   ・皆さんには、ランチョンセミナーをやるのかどうかと、新人教育研修を高山の研

修会にいれるべきかどうかをきめて頂きたい。 

    

【議長】 

   ・それでは検討をして下さい。何か意見などありませんか。 

  （近藤） 

   ・市民公開講座については、岐阜地区の時は若干ピーアール不足でしたが、検査技

師に関わるものとは限定していませんので、県学会もそうですが、個々の地区で

内容を決めて頂きたいと思います。 

ピーアールをしっかりして頂いて、少しでもたくさんの市民の方に来て頂けるよ

うに準備や案内をして頂きたいと思います。 

  （石郷） 

   ・新人教育研修については、先輩からの押し付けみたいなものになるとあまり良く

ない。 

   ・土曜日泊り込み（宿泊）みたいな企画で、新人を教育するのはどうか。 

  （意見） 

   ・新人歓迎コンパみたいな感じではどうか。 

  （北村） 

   ・新人さん個人宛に施設案内とは別で案内を出すのはどうか。 

  （平塚） 

   ・データの読み方、見方などについて行ってはどうか。 

  （北村） 

   ・学術との住み分けをしっかり行っていかなくてはいけない。 

【議長】 

  ・もう一つ、そういう内容の研修をこの時間帯に行うのか別の機会にするのかについ 

てはどうですか。 

  ・ランチョンセミナーでは新人教育的な内容で出来るのか。 

  ・いろいろ考えて頂いて、その中で出来れば新人教育的な内容のものも盛り込んで貰 

いたいという案で話し合って行く、という事で皆さんどうでしょうか。これで承認 

して頂ける方の挙手をお願いします。 

   （挙手多数） 

   ありがとうございました。 

 

  ●大震災義援金の御礼について 

   ・資料に基づき、北村会長より説明がなされた。  
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  ●日本臨床検査技師連盟について 

・資料に基づき、北村会長より説明がなされた。 

  ●日臨技認定制度 認定更新指定研修会の登録申請について 

・資料に基づき、北村会長より説明がなされた。 

 

【議長】 

 ・それでは、これで第 2 回の理事会を終了します。皆さん、気を付けてお帰り下さい。 

 

 

 

   議    長                          印  

 

   議事録署名人                          印  

 

   議事録署名人                          印  


